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【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
】　

              　
～
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行
し
ま
す
～

　　

男
性
も
女
性
も
、
意
欲
に
応
じ
て

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
職
場
に

活
気
が
生
ま
れ
る
、
家
庭
生
活
が
充

実
す
る
、
地
域
力
が
向
上
す
る
な
ど

の
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
一

人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
基
本
的
な
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
④　

進
め
方
】

⑴
基
本
計
画
の
策
定

・
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
を
総

　

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

　

め
、「
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に

　

は
、
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　

会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
や
、市
民
、

個性と能力を生かす社会へ
～男女共同参画コラム～ Vol.10

事
業
者
の
意
見
を
反
映
す
る

こ
と
を
規
定
し
、
市
民
の
参

画
を
推
進
し
ま
す
。

＊
平
成
20
年
3
月
に
「
市
男

　

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

　

定
。
計
画
に
基
づ
き
、
年

　

度
ご
と
に
市
男
女
共
同
参

　

画
推
進
委
員
会
に
よ
る
事

　

業
実
施
状
況
の
確
認
を
行

　

っ
て
い
ま
す
。

⑵
施
策
の
策
定
等
へ
の
配
慮

・
市
の
施
策
の
策
定
等
に
あ

　

た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参

　

画
の
推
進
に
配
慮
し
ま
す

　

ま
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

　

策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の

　

情
報
収
集
、
調
査
研
究
を
行
い
ま

　

す
。

⑶
市
民
等
に
対
す
る
支
援
等

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解
を

　

深
め
る
た
め
に
啓
発
活
動
に
努
め

　

ま
す
。

・
教
育
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参

　

画
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
民
等
が
行
う
男
女
共
同
参
画
推

　

進
に
関
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
家
庭
生
活
と
そ
れ
以
外
の
活
動
を   

　

両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必

　

要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

⑷
市
が
行
う
推
進
体
制
の
整
備
等

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た

　

め
、
市
の
組
織
の
充
実
、
強
化
を

　

進
め
ま
す
。

・
市
民
等
が
男
女
共
同
参
画
推
進
に

　

係
る
施
策
等
、
人
権
侵
害
に
関
す

　

る
苦
情
や
相
談
を
申
し
出
た
場
合

　

市
は
他
の
機
関
と
連
携
を
図
り
、

　

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

・
附
属
機
関
の
委
員
を
任
命
す
る
場

　

合
に
、
男
女
の
均
衡
を
図
る
よ
う

　

積
極
的
に
努
め
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
施

　

策
の
実
施
状
況
等
を
公
表
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
「
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　
　
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
の
た
め
に

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
に
公
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
に
つ
い
て
の
指
針
が
、

次
の
よ
う
に
茨
城
県
教
育
委
員
会
よ

り
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
小
学
校
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
替

え
が
可
能
で
あ
る
各
学
年
２
学
級
以

上
と
な
る
12
学
級
以
上
が
望
ま
し
い

②
中
学
校
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
替

え
が
可
能
で
全
て
の
教
科
の
担
任
が

配
置
で
き
る
９
学
級
以
上
が
望
ま
し

い
。

　

本
市
で
は
平
成
21
年
度
に
「
義
務

教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
」
を
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
審
議
会
を
３
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
県
の
示
す
適
正
規
模

の
基
準
の
ほ
か
に
も
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
や
耐
震
化
、
み
ら
い
平
地
区

の
土
地
利
用
計
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
一
体
で
協
議
検
討
し
て
い

◆公立小学校の適正規模の基準
小学校は、クラス替えが可能である各学年2学級以上となる12学級以上が望ましい。

◆公立中学校の適正規模の基準
中学校は、クラス替えが可能で全ての教科の担任が配置できる９学級以上が望ましい。

◆複式学級の基準◆
学級編成の基準は、２つの学年の児童が16人以下で該当となります。これにより複

式の学年には県予算における担任教諭は、1名しか配置されません。

◆学校施設の耐震化状況◆
昭和56年以前の旧耐震基準で設計、建築された校舎のうち、耐震基準を満たさない

校舎は８校（13棟）あります。

（文部科学省では耐震改修の目安をＩｓ値で0.7以下としています。なお、耐震診断

　結果については、市ホームページに掲載しております）

◆みらい平の土地利用計画◆
茨城県が事業主体となり整備している「みらい平」地区の学校建設予定地は３カ所で

すが、義務教育施設適正配置審議会の意見も考慮するとともに、児童生徒数の推移に

配慮しながら、計画的に整備が進められることになります。

き
ま
す
。

　

平
成
22

年
度
は
、

保
護
者
や

市
民
の
皆

さ
ん
の
意

見
も
伺
い

な
が
ら
検

討
し
た
い

と
考
え
、

ま
ず
は
市

内
小
中
学

校
の
保
護

者
の
皆
さ

ん
に
「
意
識
調
査
」
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
教
育
委
員
会
で

は
、
今
後
も
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

義務教育施設適正配置審議会の様子

。

。

、




